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変
容
分
析
な
ど
に
基
づ
く
合
理
的
な
方
法
で

労
災
防
止
計
画
の
策
定
が
望
ま
れ
る
が
、
本
計

画
に
関
し
て
、
筆
者
が
抱
き
続
け
て
い
る
疑
問

と
私
見
を
述
べ
る
。

【
目
標
達
成
の
た
め
の
戦
略
の
欠
如
】

「
転
倒
災
害
」
な
ど
が
２
０
０
０
年
頃
か
ら

年
々
増
加
し
、
２
０
０
５
年
以
降
は
「
転
倒
災

害
」
が
死
傷
災
害
の
ト
ッ
プ
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
第
10
次
労
働
災
害
防
止
計

画
、
第
11
次
防
に
お
い
て
は
「
転
倒
災
害
」
に

関
す
る
記
述
が
全
く
見
当
た
ら
な
い
。
第
12
次

防
や
第
13
次
防
で
「
転
倒
災
害
」
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
横
並
び
的
な
記
述
が
な
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
本
計
画
が
労
災
の
減
少
を

目
的
と
す
る
な
ら
ば
、
多
発
す
る
労
災
防
止
を

優
先
し
戦
略
的
な
視
点
か
ら
計
画
策
定
が
な
さ

れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
過
大
な
計
画
目
標
値
】

産
業
構
造
の
変
容
に
と
も
な
い
、
２
０
０
０

年
頃
か
ら
死
傷
者
数
の
減
少
傾
向
が
鈍
化
し
て

い
た
が
、
第
10
次
防
で
は
、
第
９
次
防
の
計
画

目
標
値
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
「
20
％
減
以
上
」

と
し
た
。
結
果
は
未
達
成
と
な
り
僅
か
「
叅.⓺
％

減
」
で
あ
る
。
第
11
次
防
に
お
い
て
も
「
15
％

減
以
上
」
と
し
た
が
、
達
成
率
は
「
㆒.⓹
％
減
」

で
あ
る
。
第
12
次
防
に
お
い
て
も
、「
15
％
減

以
上
」
と
し
た
が
、
増
加
に
転
じ
「
₀.柒
％
増
」

で
あ
る
。
第
13
次
防
で
「
５
％
減
以
上
」
と
大

幅
に
下
方
修
正
さ
れ
た
。

計
画
目
標
値
と
達
成
率
に
大
き
な
乖
離
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
年
に
わ
た
り
過
大
な

計
画
目
標
値
を
設
定
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
計
画
の
達
成
状
況
の
評
価
・
分
析
そ
し
て

次
期
計
画
へ
の
反
映
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
た

と
は
い
え
な
い
。

【
通
勤
災
害
の
増
加
】

通
勤
災
害
は
労
災
件
数
に
含
ま
れ
て
い
な
い

が
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
事
業
年
報
に
よ
れ

ば
通
勤
災
害
が
増
加
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

特
に
、
高
齢
労
働
者
が
多
い
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
で
高
い
割
合
を
示
し
て
お
り
、
労
働
力
の

高
齢
化
と
関
連
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
通

勤
災
害
に
関
す
る
災
害
実
態
の
把
握
と
労
災
防

止
計
画
の
策
定
が
求
め
ら
れ
る
。

【
労
災
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
】

経
済
情
勢
、
産
業
構
造
、
労
働
力
な
ど
の
変

容
が
労
災
に
与
え
る
影
響
を
分
析
し
、
達
成
度

の
高
い
労
災
防
止
計
画
の
策
定
が
望
ま
れ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
最
新
の
労
災
デ
ー
タ
が
必
須

で
あ
る
。
し
か
し
、
数
年
前
の
古
い
労
災
デ
ー

タ（
全
体
の
約
１
／
４
）が
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、

性
別
な
ど
に
関
す
る
デ
ー
タ
は
除
か
れ
て
い

る
。
女
性
の
労
災
防
止
計
画
の
策
定
の
た
め
に

も
最
新
の
労
災
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
そ
の
ま
ま
速

や
か
に
公
開
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
二
つ
の
異
な
る
死
傷
者
数
】

「
死
傷
者
数
」
が
２
０
１
１
年
ま
で
二
つ
存

在
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
現
在
、
使
用
さ
れ

て
い
る
休
業
４
日
以
上
の
労
働
者
死
傷
病
報
告

に
基
づ
く
死
傷
者
数（
以
下
、「
死
傷
者
数（
報
告
）」

と
す
る
）
と
、
２
０
１
１
年
ま
で
公
式
に
使
用

さ
れ
て
い
た
労
災
保
険
給
付
デ
ー
タ
及
び
労
働

者
死
傷
病
報
告
（
労
災
非
適
用
事
業
を
含
む
）

に
基
づ
く「
死
傷
者
数
」（
以
下
、
死
傷
者
数（
非

適
））
で
あ
る
。

１
９
９
８
年
ま
で
は
「
死
傷
者
数
（
非
適
）」

が
「
死
傷
者
数
（
報
告
）」
よ
り
規
則
的
に
常

に
１
％
ほ
ど
僅
か
に
多
か
っ
た
が
、
１
９
９
９

～
２
０
１
１
年
ま
で
の
13
年
間
に
限
り
「
死
傷

者
数
（
非
適
）」
が
「
死
傷
者
数
（
報
告
）」
よ

り
３
～
11
％
の
範
囲
で
少
な
い
。
最
大
と
な
る

の
が
２
０
０
６
年
で
、
死
傷
者
数
（
非
適
）「
１

２
１
、３
７
８
件
」
に
対
し
て
、
死
傷
者
数（
報

告
）」「
１
３
４
、２
９
８
件
」
と
な
り
、
そ
の

差
は
「
１
２
、９
２
０
件
」
で
あ
る
。

１
９
９
９
年
か
ら
死
傷
者
数
の
減
少
傾
向
が

鈍
化
し
た
時
期
に
、
こ
の
齟
齬
が
生
じ
始
め
て

い
る
。
ま
た
、
労
災
給
付
デ
ー
タ
お
よ
び
死
傷

病
報
告
か
ら
ど
の
よ
う
し
て
「
死
傷
者
数
（
非

適
）」
を
求
め
た
の
か
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
死
傷
者
数
（
非
適
）」

へ
の
疑
問
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、
不
自
然
な

齟
齬
と
、
２
０
１
２
年
か
ら
「
死
傷
者
数
（
報

告
）」
へ
変
更
し
た
理
由
を
釈
明
す
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
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た 
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